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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第30期

中間会計期間
第31期

中間会計期間
第30期

会計期間
自　2024年３月１日
至　2024年８月31日

自　2025年３月１日
至　2025年８月31日

自　2024年３月１日
至　2025年２月28日

売上高 (千円) 2,662,936 2,971,717 5,367,436

経常利益 (千円) 282,298 356,017 368,446

中間(当期)純利益 (千円) 184,674 238,229 256,102

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 50,000 102,910 50,000

発行済株式総数 (株) 172,500 2,032,000 1,725,000

純資産額 (千円) 1,216,947 1,604,803 1,269,233

総資産額 (千円) 2,310,911 2,485,417 2,366,285

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 115.78 135.19 160.57

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 120.00 30.00 138.00

自己資本比率 (％) 52.7 64.6 53.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 122,305 △25,375 337,292

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △48,446 △130,455 △100,427

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △79,080 12,450 △186,602

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 878,274 792,108 935,729
 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、第30期中間会計期間及び第30期は新株予約権の

残高はあるものの当社株式は売買実績がなく期中平均株価を把握できないため、また、第31期中間会計期間

は潜在株式がないため、記載しておりません。

４．第31期中間会計期間の１株当たり配当額には、福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄへの上場記念配当15円が含ま

れております。

５．当社は、2025年２月１日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。第30期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間（当期）純利益を算定しております。また、第30期の

「１株当たり配当額」は中間配当額を株式分割前の120円00銭、期末配当額を株式分割後の18円00銭とし、年

間配当額は単純合算合計額である138円00銭として記載しております。

 
２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当

社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要な

リスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）

の状況の概要並びに経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりで

あります。

なお、当社は御用聴き事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 
(1) 経営成績

当中間会計期間におけるわが国経済は、国内外の人流の活発化や、雇用・所得環境の改善等により景気の回復が

緩やかにみられました。一方、長引く物価高やエネルギー資源、資材等の価格高騰が依然として続いており、先行

きは不透明な状況が続いております。

このような環境の中、当社の各事業は次のとおり推移いたしました。

管理会社サポート事業のマンスリーマンションサポートサービスにおきましては、宿泊需要の増加によるマンス

リー業界への新規参入が増えたことやホテルの運営会社の棟数増加もあり、居室整備が増えたことで売上が増加

し、当期の売上増加の大きな要因となっております。建物定期巡回サービスにおきましては、当社の不動産管理シ

ステム「じゅん君」の訴求力が高まったことや競合他社の巡回清掃サービス撤退等もあり、新規顧客獲得数が増え

巡回棟数・巡回回数が増加した結果、売上が増加いたしました。レンタルコンテナ点検サービスも同様の状況で推

移いたしました。管理会社に代わって入居前の設備点検を行う入居前チェックでは、アウトソース需要が高まった

ことにより、既存取引会社の受注増加に加え、新規取引先も増えたことによる売上が増加いたしました。これらの

結果、当中間会計期間の管理会社サポート事業における売上高は、2,257,857千円（前年同期比11.5％増）となりま

した。

インテリア・トータルサポート事業におきましては、当社取引先であるハウスメーカーや家具メーカーからの共

同配送依頼件数が伸び悩む状況が続いておりますが、外注費の上昇等に伴う配送単価の見直しを一部行ったことも

あり、基本的な売上はほぼ予算通りに推移しました。上期の特注家具受注の大型案件が売上を押し上げる結果とな

り、全体としての売上は堅調に推移しました。これらの結果、当中間会計期間のインテリア・トータルサポート事

業における売上高は、698,349千円（前年同期比11.9％増）となりました。

利益におきましては、お客様に高品質で付加価値の高いサービスを継続的に提供するために、ひきつづき業務改

善の継続と従業員に対する人財育成を推進した結果として、受付業務、現場管理体制の対応力が強化され労働生産

性が向上し利益率の上昇につながりました。今後も事業拡大のために積極的に人財の採用及び共育を進めてまいり

ます。

これらの結果、当中間会計期間の売上高は2,971,717千円（前年同期比11.6％増）となり、営業利益は363,290千

円（前年同期比28.7％増）、経常利益は356,017千円（前年同期比26.1％増）、中間純利益は238,229千円（前年同

期比29.0％増）となりました。

 
※当社では人材こそが最大の経営資源であるという考えから人材を人財と表しており、教育を「教えて育つので

はなく、共に育つ」との考えから共育と表しております。
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(2) 財政状態

（流動資産）

当中間会計期間末における流動資産の残高は1,776,254千円で、前事業年度末に比べ69,061千円増加しており

ます。売掛金の増加201,523千円、前払費用の増加16,506千円、現金及び預金の減少143,621千円及び商品の減

少10,707千円が主な変動要因であります。

（固定資産）

当中間会計期間末における固定資産の残高は709,163千円で、前事業年度末に比べ50,071千円増加しておりま

す。土地の増加62,764千円、ソフトウエア仮勘定の増加40,690千円、建物の増加8,600千円及び繰延税金資産の

減少49,164千円及びソフトウエアの減少7,230千円が主な変動要因であります。

（流動負債）

当中間会計期間末における流動負債の残高は711,931千円で、前事業年度末に比べ49,385千円減少しておりま

す。賞与引当金の増加12,910千円、役員賞与引当金の減少36,850千円、未払費用の減少19,807千円及び買掛金

の減少10,254千円が主な変動要因であります。

（固定負債）

当中間会計期間末における固定負債の残高は168,683千円で、前事業年度末に比べ167,051千円減少しており

ます。役員退職慰労引当金の減少108,464千円及び長期借入金の減少58,554千円が主な変動要因であります。

（純資産）

当中間会計期間末における純資産の残高は1,604,803千円で、前事業年度末に比べ335,569千円増加しており

ます。中間純利益の計上による利益剰余金の増加238,229千円、上場時の増資並びに新株予約権の行使による増

資による資本金の増加52,910千円、資本剰余金の増加52,910千円及び配当金の支払による利益剰余金の減少

28,710千円が主な変動要因であります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は792,108千円で前事業年度末に

比べ143,621千円減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は25,375千円（前年同期は122,305千円の収入）となりました。これは主に、税

引前中間純利益356,017千円、売上債権の増加額201,523千円、減価償却費29,630千円、法人税等の支払額

70,219千円、役員退職慰労引当金の減少額108,464千円及び役員賞与引当金の減少額36,850千円等によるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は130,455千円（前年同期は48,446千円の支出）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出79,897千円及び無形固定資産の取得による支出48,995千円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により獲得した資金は12,450千円（前年同期は79,080千円の支出）となりました。これは、株式の

発行による収入52,848千円、新株予約権の行使による株式の発行による収入41,400千円、長期借入金の返済に

よる支出53,088千円及び配当金の支払額28,710千円によるものです。

 

(4)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間会計期間末において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

 
(5)研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,900,000

計 6,900,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在
発行数(株)

(2025年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2025年10月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,032,000 2,032,000
福岡証券取引所
(Ｑ―Ｂｏａｒｄ)

単元株式数は100株であ
ります。

計 2,032,000 2,032,000 ― ―
 

(注) 2025年３月21日をもって、当社株式は福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄに上場しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年３月19日

(注)１
100,000 1,825,000 32,200 82,200 32,200 32,200

2025年６月30日

(注)２
207,000 2,032,000 20,710 102,910 20,710 52,910

 

(注)１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　700円

引受価額　　644円

資本組入額　322円

２．新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

  2025年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社花明 埼玉県北葛飾郡松伏町大字上赤岩1530－１ 550 28.69

中本久富 埼玉県北葛飾郡松伏町 189 9.86

伊藤裕昭 埼玉県吉川市 183 9.57

二田泰久 埼玉県春日部市 166 8.69

宮﨑恵子 埼玉県吉川市 149 7.80

柳澤謙介 埼玉県越谷市 131 6.86

早坂貴幸 大阪府豊中市 116 6.08

松本寝具株式会社 東京都江東区南砂５丁目15－11 29 1.51

双栄興業株式会社 東京都千代田区九段南３丁目９－12 27 1.41

山内株式会社 大阪府高石市取石２丁目18－16 24 1.25

株式会社RightArmサービス 埼玉県越谷市大字野島26－１ 24 1.25

計 － 1,590 82.97
 

(注)　上記のほか当社所有の自己株式115千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 115,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,917,000
 

19,170 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 2,032,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,170 ―
 

 

② 【自己株式等】

2025年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社パパネッツ

埼玉県越谷市越ヶ谷
一丁目５番17号

115,000 － 115,000 5.66

計 － 115,000 － 115,000 5.66
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(2025年３月１日から2025年８月31日ま

で)に係る中間財務諸表について、Ｍｏｏｒｅみらい監査法人による期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。

 

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みとして、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、セ

ミナーへの参加等、会計基準、法令等を遵守するための教育を行うことにより、会計基準等の内容を適切に把握し、

又は会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備しております。
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１ 【中間財務諸表】

(1) 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年２月28日)
当中間会計期間
(2025年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 935,729 792,108

  売掛金 687,111 888,634

  商品 45,587 34,880

  貯蔵品 10,282 8,190

  前渡金 － 6,338

  前払費用 26,633 43,139

  その他 1,848 2,962

  流動資産合計 1,707,193 1,776,254

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 107,580 116,180

   機械及び装置（純額） 4,588 3,932

   車両運搬具（純額） 4,154 3,132

   工具、器具及び備品（純額） 8,180 7,008

   土地 234,220 296,985

   有形固定資産合計 358,724 427,238

  無形固定資産   

   特許権 3,378 －

   電話加入権 451 451

   ソフトウエア 97,923 90,692

   ソフトウエア仮勘定 54,150 94,840

   無形固定資産合計 155,903 185,983

  投資その他の資産   

   投資有価証券 52,000 52,000

   長期前払費用 321 146

   繰延税金資産 67,172 18,008

   敷金及び保証金 24,724 25,539

   その他 246 246

   投資その他の資産合計 144,464 95,940

  固定資産合計 659,092 709,163

 資産合計 2,366,285 2,485,417
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年２月28日)
当中間会計期間
(2025年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 73,977 63,722

  1年内返済予定の長期借入金 108,840 114,306

  未払費用 380,869 361,061

  未払法人税等 70,183 77,101

  未払消費税等 42,820 34,936

  前受金 1,433 9,623

  預り金 31,595 23,922

  賞与引当金 13,517 26,428

  役員賞与引当金 36,850 －

  その他 1,231 830

  流動負債合計 761,317 711,931

 固定負債   

  長期借入金 223,074 164,520

  役員退職慰労引当金 108,464 －

  その他 4,196 4,163

  固定負債合計 335,734 168,683

 負債合計 1,097,052 880,614

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 50,000 102,910

  資本剰余金 114,450 175,161

  利益剰余金 1,212,661 1,422,181

  自己株式 △107,900 △95,450

  株主資本合計 1,269,212 1,604,803

 新株予約権 20 －

 純資産合計 1,269,233 1,604,803

負債純資産合計 2,366,285 2,485,417
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(2) 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

当中間会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

売上高 2,662,936 2,971,717

売上原価 1,794,100 1,976,651

売上総利益 868,835 995,065

販売費及び一般管理費 ※  586,540 ※  631,775

営業利益 282,295 363,290

営業外収益   

 受取利息 18 238

 受取配当金 2 2

 受取手数料 1,276 1,196

 助成金収入 1,099 1,133

 その他 837 420

 営業外収益合計 3,234 2,991

営業外費用   

 支払利息 1,831 1,029

 為替差損 1,315 240

 上場関連費用 － 8,713

 その他 84 280

 営業外費用合計 3,230 10,263

経常利益 282,298 356,017

特別利益   

 固定資産売却益 103 －

 特別利益合計 103 －

税引前中間純利益 282,401 356,017

法人税、住民税及び事業税 108,853 68,623

法人税等調整額 △11,126 49,164

法人税等合計 97,727 117,788

中間純利益 184,674 238,229
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(3) 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

当中間会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 282,401 356,017

 減価償却費 24,429 29,630

 株式報酬費用 － 5,062

 賞与引当金の増減額（△は減少） 14,919 12,910

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,080 △36,850

 上場関連費用 － 8,713

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 27,349 △108,464

 受取利息及び受取配当金 △20 △240

 支払利息 1,831 1,029

 為替差損益（△は益） 1,315 240

 固定資産売却損益（△は益） △103 －

 売上債権の増減額（△は増加） △103,212 △201,523

 棚卸資産の増減額（△は増加） 15,218 12,799

 前渡金の増減額（△は増加） △62,828 △6,338

 仕入債務の増減額（△は減少） △8,948 △10,254

 未払費用の増減額（△は減少） 2,540 △16,300

 未払消費税等の増減額（△は減少） 6,289 △7,883

 その他 9,418 6,878

 小計 194,521 45,427

 利息及び配当金の受取額 20 240

 利息の支払額 △1,745 △824

 法人税等の支払額 △70,490 △70,219

 営業活動によるキャッシュ・フロー 122,305 △25,375

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △12,704 △79,897

 有形固定資産の売却による収入 103 －

 無形固定資産の取得による支出 △35,878 △48,995

 敷金及び保証金の差入による支出 － △1,572

 敷金及び保証金の返還による収入 42 10

 その他 △9 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △48,446 △130,455

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △63,130 △53,088

 株式の発行による収入 － 52,848

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 41,400

 配当金の支払額 △15,950 △28,710

 財務活動によるキャッシュ・フロー △79,080 12,450

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,315 △240

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,536 △143,621

現金及び現金同等物の期首残高 884,810 935,729

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  878,274 ※  792,108
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【注記事項】

(中間損益計算書関係)

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前中間会計期間

(自　2024年３月１日
至　2024年８月31日)

当中間会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

　給料及び手当 187,945千円 206,143千円

　賞与引当金繰入額 24,535千円 26,428千円
 

 
(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

ます。

 

 
前中間会計期間

(自　2024年３月１日
至　2024年８月31日)

当中間会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

現金及び預金 878,274千円 792,108千円

現金及び現金同等物 878,274千円 792,108千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間会計期間(自　2024年３月１日　至　2024年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年５月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 15,950 100.00 2024年２月29日 2024年５月27日
 

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年10月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 19,140 120.00 2024年８月31日 2024年11月19日
 

 

当中間会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年５月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,710 18.00 2025年２月28日 2025年５月23日
 

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年10月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 57,510 30.00 2025年８月31日 2025年11月10日
 

　(注)１株当たり配当額には、記念配当15円を含んでおります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、御用聴き事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

(収益認識関係)

  １．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
　　　前中間会計期間（自　2024年３月１日　至　2024年８月31日）

（単位：千円）　　

 
管理会社サポート

事業

インテリア・　　
トータルサポート

事業
その他 合計

　共同配送収入 － 332,256 － 332,256

　建物巡回清掃売上 382,555 － － 382,555

　運送売上 246,500 150,931 － 397,432

　コンテナ巡回売上  271,327 － － 271,327

　室内清掃売上 514,762 － － 514,762

　販売売上 358,470 85,893 － 444,364

　コールセンター売上 81,375 － － 81,375

　その他 169,787 54,828 － 224,615

顧客との契約から生じる収益 2,024,780 623,909 － 2,648,689

その他の収益 － － 14,246 14,246

外部顧客への売上高 2,024,780 623,909 14,246 2,662,936
 

 
　　　当中間会計期間（自　2025年３月１日　至　2025年８月31日）

（単位：千円）　　

 
管理会社サポート

事業

インテリア・　　
トータルサポート

事業
その他 合計

　共同配送収入 － 354,176 － 354,176

　建物巡回清掃売上 422,544 － － 422,544

　運送売上 322,554 164,161 － 486,715

　コンテナ巡回売上  349,331 － － 349,331

　室内清掃売上 593,990 － － 593,990

　販売売上 278,674 112,724 － 391,398

　コールセンター売上 85,583 － － 85,583

　その他 205,179 67,286 53 272,519

顧客との契約から生じる収益 2,257,857 698,349 53 2,956,260

その他の収益 － － 15,457 15,457

外部顧客への売上高 2,257,857 698,349 15,510 2,971,717
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　2024年３月１日
至　2024年８月31日)

当中間会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

１株当たり中間純利益 115円78銭 135円19銭

(算定上の基礎)   

中間純利益(千円) 184,674 238,229

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る中間純利益(千円) 184,674 238,229

普通株式の期中平均株式数(株) 159,500 1,762,125

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年
度末から重要な変動があったものの概要

 
－
 

 
－
 

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、前中間会計期間は新株予約権の残高はあるものの当社株

式は売買実績がなく期中平均株価を把握できないため、また、当中間会計期間は潜在株式がないため、記載

しておりません。

２．当社は、2025年２月１日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第31期（2025年３月１日から2026年２月28日まで）中間配当については、2025年10月15日開催の取締役会におい

て、2025年８月31日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　 57,510千円

②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　2025年11月10日

(注)１株当たり中間配当金には、福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄへの上場記念配当15円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

 

2025年10月15日

株式会社パパネッツ

　取締役会　御中

 
Ｍｏｏｒｅみらい監査法人
東京都千代田区

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 宇田川　和　彦  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 井　出　嘉　樹  

 

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社パパ

ネッツの2025年３月１日から2026年２月28日までの第31期事業年度の中間会計期間（2025年３月１日から2025年８月31

日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記

について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、株式会社パパネッツの2025年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会

計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において

認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人として

のその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務

諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

EDINET提出書類

株式会社パパネッツ(E33610)

半期報告書

17/18



められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告

書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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